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豊島区立南池袋小学校　校長　宮　澤　晴　彦

　本校は、令和３・４年度の豊島区教育委員会研究開発指定校として「持続可能な未来社会を担う児童の主体的に

学ぶ力を高める探究的な学習」の研究開発に取り組みました。本校の教育目標である「共に生き　共に輝こう」の

実現に向けて、本区がすすめるＳＤＧｓ未来都市の取組と関連させながら、地域の「人・もの・こと」とのつなが

りを重視し、「児童自身の問いを大切に、自分たちで追究する主体的な学び」の実現を目指したのです。

　この２年間の研究で明らかとなったのが、「子供に任せる」ことの大切さでした。「正解は教師がもっている」と

いう指導観からの転換を図り、ファシリテーターとしての関わりを試みた教師の意識は確実に変わり、授業改善に

つながりました。そして、児童の主体的に学びに向かう意欲と学力の高まりが、意識調査と学力調査の結果から明

らかになりました。また、地域の「人・もの・こと」を材とし、地域の方々と一緒に学ぶことを通して、児童が「地

域を愛し、ＳＤＧｓ未来都市を目指す豊島区を住みよい町にしていきたい。」という思いをもったことも児童の振

り返りから分かりました。本研究は、まだまだ深めるべき点が多々ございますが、皆様にはご高覧の上、ご批正を

賜りますようお願い申し上げます。

　挨拶　　児童の主体性を高めるための指導観の転換

令和３・４年度　豊島区教育委員会研究開発指定校

研究紀要

令和４年１０月２８日（金）

研究主題

「持続可能な未来社会を担う児童の

　主体的に学ぶ力を高める探究的な学習」
～思考・発信型の授業、児童自身の「問い」を解決する協働学習～
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研究構想図
○学習指導要領の確実な実施
・主体的・対話的で深い学び

・カリキュラム・マネジメント

○豊島区教育ビジョン２０１９
・としまＳＤＧｓ都市宣言

・豊島ふるさと学習の充実

＜学校の教育目標＞　　　　　　

「共に生き　共に輝こう」

～豊かな学びとやさしい心

　元気いっぱい夢にチャレンジ～

＜児童の実態＞

・主体性に課題がある

・友達と協力の仕方が分からない

＜指導者の願い＞

・地域の伝統文化を教材に生かす

・児童主体となる授業改善

＜研究主題＞

「持続可能な未来社会を担う児童の主体的に学ぶ力を高める探究的な学習」
～思考・発信型の授業、児童自身の「問い」を解決する協働学習～

＜主題設定の理由＞

　豊島区は「としまＳＤＧｓ都市宣言」を表明し、ＳＤＧｓの実現に向けた取組に力を入れている。また、本

校の児童は、自らが問いをもち課題を深めていく主体的な学びに課題がある。それらのことから、児童にとっ

て「ＳＤＧｓの視点」と「主体的に学ぶ力」に重点を置いた本研究主題を設定した。副主題では、「児童が生

き生きと思考の発信を行う授業」「課題に対して自らが問いをもつ協働学習」を、本校の目指す探究的な学習

の具体像として示した。そして、生活科・総合的な学習の時間を中心として、地域材を生かすことで、児童の

地域を大切にする心を育む。また、教師が指導法を改善し児童に寄り添うファシリテーターとなることで児童

の主体的に学ぶ力を高め、研究主題の実現に迫っていく。

＜研究仮説＞

　教師が地域の人材・素材を生かし、ファシリテーターとして、児童の問いを引き出して学習支援を行えば、

児童は友達と協力して課題に取り組み、主体的・探究的に課題解決していくだろう。

低　学　年 中　学　年 高　学　年

　なじみのある地域の人材・素材に児

童が出会うように工夫し、児童に生ま

れた気付きや思いを大切に、体験活動・

表現活動を取り入れた学習支援を行え

ば、児童は友達と一緒に活動し、楽し

みながら学習していくだろう。

　興味・関心の湧く地域の人材・素材

に児童が出会うように工夫し、児童の

問いを引き出し、問いを生かした学習

支援を行えば、児童は友達と力を合わ

せ活動し、すすんで課題解決をしてい

くだろう。

　課題意識のもてる地域の人材・素材

に児童が出会うように工夫し、児童の

課題意識を引き出し、思考に寄り添い

任せて見守る学習支援を行えば、児童

は友達と高め合いながら活動し、自分

事として課題解決をしていくだろう。

＜学校の目指す児童像＞

　課題を自分事として捉え、友達のよさを生かしながら協働的に学習を深め、自分の考えを表現・発信していく児童

低　学　年 中　学　年 高　学　年

　夢中になって活動し、友達とすすん

で関わり、気付きの質を深め、周りの

人に自分の思いを表現しようとする児

童

　問いを見いだし、友達の考えと比較

しながら聞き、自分の考えを深め、身

近な地域に自分の考えを伝えようとす

る児童

　自ら課題意識をもち、友達と高め合

いながら、自分の考えを深め、地域や

社会に自分の考えをもってつながろう

とする児童

＜研究の内容＞

手だて1　地域の人材・素材を最大限に生かす

・各学年の教材の工夫「地域の人・もの・ことの活用」

・ゲストティーチャーの有効活用

手だて2　児童の主体性をのばすファシリテーターになる

・「聞いて　助けて　任せて　見守る」指導の在り方

・思考ツール、学習の足跡、価値付け言葉例
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研究の内容（重点）
持続可能な未来社会に向けて

そのための手だてはこれ！！

　豊島区は、令和２年にＳＤＧｓ未来都市、自治体ＳＤＧｓモデル事業に選定され、持続可能なま

ちづくりを推進するために「としまＳＤＧｓ都市宣言」を表明しています。その中では、文化の力

を生かし、国際的な視点で考え、多様な主体とのパートナーシップにより、「誰一人取り残さない」

社会の実現を目指し、行動していくことが宣言されています。

　今後、ＳＤＧｓの理念を大切にした持続可能な未来社会を担う児童にとって、ＳＤＧｓの視点を

もち、学習や生活と関連させながら、自ら主体的・探究的に学んでいく力を付けていくことが重要

になってきています。本校では、生活科・総合的な学習の時間を中心にすべての授業の中で、ＳＤ

Ｇｓとの関連を児童に意識させることを大切にしながら、校内研究を進めてきました。

手だて1　地域の人材・素材を最大限に生かすＰ３~６

　南池袋小学校の周りには、地域を愛し、地域を大切にして暮らしてい

る方々がたくさんいらっしゃいます。また、学校のある南池袋・雑司が

谷は、子母神・雑司ヶ谷霊園のような歴史のある材、サンシャインシ

ティのような近代的な材に溢れ、伝統と創造が共存する町でもあります。

　どちらの材も最大限に生かし、地域への愛着をもつことで、児童の

「地域を大切にしたい。」「地域をよくしていきたい。」という思いを育

み、問いをもちながら主体的で協働的に学習していく児童を育ててきま

した。

手だて2　児童の主体性をのばすファシリテーターになるＰ７~１２

　南池袋小学校では、生活科・総合的な学習の時間を、「探究的な学

習の時間」と位置付け、児童が他教科で学んだことを生かして、自分

たちが学習の主体者となり、自分たちで学習をつくっていくことを目

指しています。そのために、教師は、ファシリテーターとなり、児童

がすすめる学習の支援や促進を行う役割に徹するよう心掛けています。

　「聞いて　助けて　任せて　見守る」を合い言葉に、「思考ツールの

活用」「学習の足跡コーナーの設置」「児童の活動を価値付ける言葉掛け」の３つの具体策に取り組

むことで、児童の探究的な学習を促進しました。

児童の主体的に学ぶ力を高める 児童自身の「問い」を引き出す 児童に思考させる協働学習を行う

児童に未来社会を担う力を付けるために

こんな授業がしたい！！
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児童の姿　１年間のまとめ

１ 年

２ 年

３ 年

　児童と共に学習計画を立てたり、思いや願いを引き

出したりすることで、一人一人が自分事として活動に

向かう姿が見られました。

　児童の「〇〇したい」という気持ちを大切にし、学習

を進めていくことで、友達との関わりも増えどの子も

意欲的に活動し、たくさんのアイデアが生まれました。

　野菜という児童の身近な存在でありながら、一度消

滅した歴史をもつ「雑司ヶ谷ナス」を通して地域と関

→ →わる活動をすることで、「もの」 「人」 「自分と

の関わり」と、児童の思考が広がりました。

４ 年

５ 年

６ 年

　雑司が谷に伝わる史跡や文化について調べたり、地

域玩具を作ったり、話を聞いたりする活動を通して、

自分たちも雑司が谷の地域の一員であるという気持ち

をもつことができました。そして、伝統文化の継承に

自分たちは何ができるか、考えることができました。

　体験をしたり、話を聞いたり、地域について調べた

りする活動を通して、障害のある方も暮らしやすい地

域にしようという思いを深め、課題解決のための提案

をすることができました。

　地域のインターナショナルスクール、ランゲージス

クールなどと関わり、児童が自ら課題を見付けること

でどうすれば課題を解決できるのか真剣に考えること

ができました。また、必要に応じて思考ツールを選び、

活用する力も身に付いてきました。

近く にこんなに自然が

あったんだね。

紙芝居とか図鑑に

して伝えたいな。

すすきみみずく の

ことをたく さんの

人に知らせたい。

地域の役に

立ちたいなあ。

どんなおもちゃ

を作ろうかな。

この材料でいいかな。

うまく いく かな。

目の不自由な人は、 どんな

ことに困っているのかな。

学校で募金をしてみよう！

区役所の方に提案しよう！

自分で育てたい！

地域の人は知ってるのかな。

ランゲージスクールの

人たちがもっと暮らし

やすく するにはどうし

たらいいかな。
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成果と課題 令和３年６月児童数５３８名

令和４年６月児童数５５０名

（１）意識調査 （２）豊島区基礎的・基本的な学習内容の定着に関する調査
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成　　　　　果

・地域の人材・素材を生かすことで、「自分の住む地域が好き」という児童が増えた。

・本校の課題であった理科、社会の学力の向上が見られたことから、活用力の向上や思考力の高まりにつ

ながった。

・「聞いて　助けて　任せて　見守る」を意識し、教師がファシリテーターになることで「自らすすんで

考えを発表している」「自らすすんで友達と話合いをしている」という児童が増え、児童の学習が主体

的になってきた。

・思考ツールの活用や学習の足跡の取組で、児童の話合いが活発になった。

・価値付け言葉例の取組を通して、教師の適切な声掛けによる児童の活動の活性化が見られ、授業中の児

童の様子を見取り価値付けることの有用性が明らかになった。

・児童のＳＤＧｓを意識した発言が増えてきた。

課　　　　　題 今　後　の　展　望

・地域の人材・素材はまだまだ未開拓の

ものがある。

・研究の成果を生かし、今後も、学校全体で育てたい児童の資

質・能力の向上に向けて、地域の人材・素材を積極的に活用

した単元開発に取り組む。

・生活科・総合的な学習の時間で発揮す

る資料活用能力、ＩＣＴ活用力を各教

科で高めていく必要がある。

・他教科等で資料活用能力、ＩＣＴ活用力を高められる授業を

展開し、他教科等で学んだことを生活科・総合的な学習の時

間に生かせるようにする。

・課題を自分事として捉えることができ

ず、活動に参加することに消極的な児

童への支援の工夫を考える必要がある。

・生活科・総合的な学習の時間以外の授業でも教師がファシリ

テーターになる場面を設定することで、児童が主体的に取り

組める授業を目指していく。

自らすすんで考えを発表していますか？

自らすすんで友達と話合いをしていますか？

自分の住む地域は好きですか？

27％

42％

68％

40％

62％

25％

17％

27％

14％

21％

15％

17％

25％

18％

12％

19％

10％

23％

20％

9％

10％

10％

15％

11％

10％

20％

Ｒ４

Ｒ４

Ｒ４

Ｒ３

Ｒ３
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令和３・４年度　全学年対象アンケート
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副校長　與那覇　早苗【おわりに】
　２年間、「持続可能な未来社会を担う児童の主体的に学ぶ力を高める探究的な学習」をテーマに研究

を進め、多くの学校関係者より本校の研究に関心を寄せていただきました。

　教職員は試行錯誤をしながら研究を深め、ファシリテーターとして本テーマに迫ってきました。時に

は迷うこともありましたが、講師の先生から「子供たちの学びの姿からファシリテーターとしての視点

が育ってきている。」との激励を受け、これまでの研究の進め方に自信をもつことができました。

　本日皆様に、本校の研究を提案させていただきました。研究を通して見えてきた課題に関して、今後

も研究を進めていく所存です。結びに、寺崎千秋先生はじめ、ご指導いただきました諸先生方、豊島区

教育委員会の皆様に心より御礼申し上げます。

【ご指導いただいた講師の先生】
○　　　　寺崎　千秋　先生（一般財団法人教育調査研究所）

【ゲストティチャーの方々】
１年　　平田　美結　様（サンシャインシティ）　　　近藤　千咲　様（サンシャインシティ）

２年　　濵野　和雄　様　　　　　　　　　　　　　　井上　泰道　様

３年　　清水　雄介　様（大鳥神社宮司）　　　　　　としま案内人雑司ヶ谷の皆様

４年　　近江　正典　様（ 子母神、法明寺住職）

　　　　森　みどり　様（民生児童委員）　　　　　　松浦　和代　様（都家庭支援員）

　　　　すすきみみずく保存会の皆様　　　　　　　　緑のこみちの会の皆様

５年　　千葉　良昭　様（豊島区障害福祉課）　　　　栗原せい子　様（豊島区障害福祉課）

　　　　小西　祐一　様（株式会社リンクス）　　　　前田　大輔　様（内藤義肢製作所）

　　　　武居　悦子　様（盲人福祉協会）　　　　　　市原　寛一　様（盲人福祉協会）

　　　　飯野　道代　様（飼育奉仕者）　　　　　　　吉川千恵子　様（飼育奉仕者）

　　　　武者　廣平　様（武者デザインプロジェクト）

　　　　伊賀　星史　様（カラーユニバーサルデザイン機構）　八方　順子　様

　　　　ブラインドサッカーチーム　フリーバードの皆様

６年　　安藤　千賀　様（としまテレビ）　　　　　　植田　麻衣子　様（サンシャインシティ）

　　　　薬袋奈美子　様（日本女子大学家政学部教授）

　　　　豊島区広報課　学習・スポーツ課の皆様　　目白図書館の皆様

【今年度研究にかかわった教職員】　〇研究推進委員長

校　　長　　宮　澤　晴　彦　　副校長　與那覇　早　苗

１　　年　　関　　　麻　衣　　　　　　鈴　木　律　子　　　　　　渡　邉　　　涼

２　　年　　田　栗　瑞　葉　　　　　　石　井　有　理　　　　　　今　村　雄　登

３　　年　　広　瀬　大　晃　　　　　　柿　﨑　恵　美　　　　　　緒　方　美恵子

４　　年　　尾　﨑　美　佐　　　　　　山　田　　　悟

５　　年　〇大　向　達　也　　　　　　玉　木　志　歩　　　　　　嶺　井　栄　祐　　　　　

６　　年　　山　﨑　俊　介　　　　　　寳　田　大　和　　　　　　髙　池　亮　輔

音　　楽　　中　村　恭　子　　図　工　伊　藤　知　佳　　理　科　加　藤　達　也

少人数　　小橋口　めぐみ　　養　護　佐　藤　めぐみ　　栄養士　傳　野　優　子

くわのみ　　藤　原　恵　子　　　　　　原　　　美智子　　　　　　上　江　英里香　　　髙　﨑　由起子

　　　　　　廖　　　嘉　　　　　　　小　林　瑞　姫　　　　　　横　井　正　敏　　　伊　藤　のどか

けやき　　會　田　　　洋　　　　　　藤　澤　愛　香

講　　師　　髙　田　恵　子　　　　　　志　村　知　久　　　　　　津　野　浩　美　　　北　原　志　保

　　　　　　白　井　ひとみ　　　　　　原　田　恵　美　　　　　　中　島　貴志子

教育支援学級指導員　　笹　倉　友紀子　　　学級運営補助員　　住　友　和　代　　竹　内　　　友

スクールカウンセラー　　田　中　飛　鳥　　　臨床発達心理士　　鈴　木　　　洋

学校図書館司書　　橘　　　美花里

ＩＣＴサポーター　　加　藤　真　奈　　　ＩＣＴ支援員　　　大久保　智　子　　事務主事　岸　本　光　真

校務支援員　　　　有　賀　雅　子　　　スクールスキップサポーター　中　田　由佳子　

育成指導教員　　　中　島　とし子　　　特別支援教室専門員　佐　野　真　一


